
       

 

 

 

 

 
 

学びと育ちのステージを学校公開（研究公開）します！ 

校 長  橋元 忠史 

 

令和７年度の入学者が決定しました。来年度も 98 名の一年生が学びと育ちのステージに入学してき

ます。とても楽しみです。在校生や教職員はもちろんですが，ぜひ保護者の先輩である皆様方も温かく

迎えていただきたいと思います。 

さて，入学募集に当たっては繰り返し「公立学校とは違う特色がある学校」であるということを説明して

きました。その大きな柱が，通常の教育活動に加えて教育研究を推進する役割を担った学校であるとい

うことです。そのため，これまでもずっと５月に研究公開を行ってきました。通常この時期に学校公開は

難しいわけですが，年度初めによい授業を見る場を設定して欲しいという県下のニーズが大きな柱であ

ったと理解しています。 

しかし，前年度に実践してきた研究を学級編成もあり，教師も入れ替わる年度初めにすることにはデメ

リットもあるのは確か。そこで，本校を主管する学部をはじめ，県教育庁を始めとした関係団体とも協議

の上で，年度初めと年度末に目的と主な対象を分けて学校公開を行うようにチェンジすることが，ニーズ

に応えつつ，本校にとってもプラスになると判断しました。 

具体的には５月を学校公開（授業公開）とし，対象者を教職を志す学生や経験の浅い教員を中心とし，

モデルとなる授業や参観者の疑問や悩みに答える場を設定します。一方で，１年間積み上げてきた本

校の教育研究を公開する場として，２月に学校公開（研究公開）を行い，中堅やベテランの教員を中心

に学部や県教委とも一緒に授業づくりを深く学び合う場を設定します。 

正式には令和７年度から位置付けていきますが，

そうすると本年度研究してきたことを子どもたちの姿

でアウトプットする場がなくなってしまうということで２

月１５日（土）に当初予定していた「授業力アップ講

座」を拡大し「令和６年度研究公開ＰＡＲＴⅡ」として

実施することとしました。 

さらに，今回の目玉は初めて大々的に本校の総

合的な学習の時間で行っている「マイプロジェクト」

において一人一人が探究する姿を公開することで

す。ＰＴＡ広報誌『あおぎり１９６号』で特集していただ

きましたので保護者の皆様も感心があると思います。お会いする保護者に「お子さんはどんな探究をマ

イプロでされていますか？」と聞くとほぼ皆さん具体的に答えてくださいます。他の教科の学習以上に子

どもたちが主体的に学んでいて御家庭でも話題になっている証拠だと嬉しくなりました。そんな学びと育

ちのステージで繰り広げられている子どもたちの生き生きと学ぶ姿と本校の取組を，県下はもちろん全

国の教育界に発信する契機になればと考えます。 

  保護者・ＰＴＡとしてのご理解・ご協力もぜひよろしくお願いします。 

 

 

１月 22日（水）～29日（水）は，学校給食週間の取組の

1つとして「鹿児島をまるごと味わう週間」でした。 
この「鹿児島をまるごと味わう週間」の中では，郷土料理

や鹿児島県産の食材（地場産物）をたくさん使ったメニュー
が提供されました。例えば「奄美の鶏飯」「がね天ぷら」「か
つおカレー」等です。 
給食を食べている子どもたちに鹿児島県産の食材を使っ

たメニューについて聞くと「おばあちゃんが，がねを作って
くれるよ。」「鶏飯は，奄美大島の料理なんだよ。」「家族
と黒酢のつぼ畑に行ったことがあるよ。」等，鹿児島県産の
食材や食文化について，知っていることや経験したことを
色々と話してくれました。 
このように「鹿児島をまるごと味わう週間」を通して，子

どもたちは，鹿児島県産の食材や郷土料理への興味がより

高まってきています。今後も学校では，鹿児島県産の食材を
使ったメニューを工夫していく予定です。御家庭でも鹿児
島県産の食材を使った料理を子どもたちと一緒に作ってみ
てはいかがでしょうか。 

 

 

寒風が吹きすさぶ早朝でも，附属小学校の正門やロータリーでは元
気な子どもたちの声が響き渡っています。ボランティア活動に取り組
む子どもたちの姿です。登校する友達や地域の方々へ挨拶をする様子
や歩道の落ち葉を掃く様子，パンジーなどの植物の花摘みをする様子
が見られます。 
これまで，本校では決まった時間帯に，曜日毎に学級を割り振りボ

ランティア活動を推進していましたが，子どもたちの主体性を発揮さ
せるために，曜日や時間帯，場所で自分ができる活動を自分で決めるようにしています。活動をして
いる子どもたちに，どのような考えや思いをもって取り組んでいるのかを聞いてみました。 

 
 
    
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  このような子どもたちの姿は，本校が目指す「美しい心と姿」が表出された場面だと考えます。 

 学校や家庭で見られるその瞬間を逃さず，意味付け・価値付けしていきたいものです。 
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鹿児島の食材はおいしいね！ ～鹿児島をまるごと味わう週間～ 

【地場産物がたっぷり使われた給食】 

【２月の主な行事】 

５日（水）ランニング記録会（低・中） 

６日（木）ランニング記録会（高） 

 

 

 

10日（月）公開研究会 PARTⅡ振替休日 

15日（土）公開研究会 PARTⅡ 

25日（火）PTA理事会 

26日（水）マイプロ day 

28日（金）音楽発表会（宝山ホール）

 

 

子どもたちの主体性の発揮 ～朝のボランティア活動～ 

【落ち葉を丁寧に集める姿】 

 ほうきを使うと花鉢を落としてし
まいそうだし，花台が移動してもき
れいな場所であってほしいです。 

【花台の下の落ち葉を素手で取り除く姿】 

 卒業する６年生や新１年生のため
に，大きくきれいな花を咲かせたい
です。 

【卒業・入学式に向けて花摘みをする姿】 

 通る人へ「今日も一日，がんばろ
うね（がんばってね）」と元気を届
けたいです。 

【友達や地域の方へ挨拶する姿】 


